
し な て る

かつて新村出氏が， 琉球認のテダは台湾アミ1肢のチラノレ(1) 1日」

と関係、があろう， という説を発表されたととがある。
「台湾東海岸のアミス蕃民は， 日のことをチラノレ等というが ， 多

くチダルと呼んでいる。 チダラと呼ぶ一社があるが ， 多くの方言に
てはチダJレである。 チラッド等ともいい， 又毎日の目のことを， 熟

語のー綴音を略しチラ又はチーラともいう。 無論ダはラIC通じ南洋

語流の�Itである。 されば琉語のテダは恐らくは蕃語のチダルの変形
であっ て ， 琉球の原住民のもと使っ た太陽をあらわ す 語 で あっ た

ので， 後住民の日本或は大陸系統の言語の裡IC辛うじて保存された

名残ではなかろうか。 果してそう解釈し得るとせば語は僅か一個で

はあるが， 語の極類が太陽という様な重要な語だけに， 人種上の問
題によほど重大な窓義が出て来ると思う。J(2)

台北帝国大学の数段で あっ た 言語学者安藤正次氏は11 登陀流」
「血垂」考一一わが古代国語におけるアウストロネジヤ語系要素の

一例J( 3)という野心的な論文の中で， í'tl床不明の古代語トダノレ(登
陀流)， (モモ)チダノレ(毛毛知陀流)が， 琉球語 ti:da 1太陽J ， 台湾
アミ語 tsidar 1太陽」を中間においてマレイ語s in ar 1日光J =ポ

ミD
，司

て る し の 考

村 良日山 七

リネシア語 s in a 1月」 などにつらなっ ており， トダノレは「光る」

「輝く」の義であるという説を山された。

新村 ， 安藤両氏の考えに対して ， 1[1井孝氏と上村孝二氏とがほぼ
テンダウ

同時に， 琉球語のテダは「天道Jの発達でありアミ族の単語と比較
する必要のない乙とを指摘された。 亀井氏は 「ティダの語源J (山

田孝雄追憶史学語学論文集， 東京196 3年7月)のなかで ， また上村孝二

氏は「琉球方言の太陽を意味する語についてJ(鹿児島大学文理学部文

科報告第12号， 196 3年10月)にお いて。 上村氏は1961年9月第11

回西日本国語国文会研究会(山口大学)で そ の 論 文と同じ題目で発

表を行なっ たという。 乙の論文l亡多少手をくわえたものを「福田良

輔教授退官記念論文集J(福岡， 1969年)に発表された。 亀井孝氏は

仲原善忠氏の「おもろ研究」の紹介(国語学 30号， 1957年〕 において，

ティダが天道にさかのぼる可能性に言及された。 誰がはじめにティ

ダ天道説を出したのか ， というζとも大切であるが ， 二人の学者が

独立に， かなり近い考え方によっ て天道説に到達し た と い う と と
が， いっ そう大切である。 上村氏の明快な説について言うならば，

氏が， 11天道」 という語が古く琉球方言IC入っ た場合は te πda:，
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テンダウ
ti: da であり， 代償延長を考慮すれば ti: da <天道説はいっそう
確かさを増すとおもう。

現在では， 新村・安藤説の根拠はきわめてうすいと私は見る。

安藤正次氏はせっかく南島諸語(7ライ認sinar r光jなど) の資料

をあげながら， とれを古代日本語シナと比較されなかった。 シナと

いうのは枕詞 、ンナ 照 Jレのシナである(推古紀にある聖徳太子の歌， 斯品
テルカ タヲ カ ヤマエ イ ヒ エヱ テ コ ヤセ ルソ ノタ ヒト アハレ

捉流箇多烏箇夜摩繭伊比爾;怠豆許夜勢底諸能多比等阿波礼「しな照る片岡山

lζ飯iζ飢て臥せるその旅人あはれJ)。 シナ ・ テJレという枕詞の窓味があ

きらかでなかったという事情がその理由であったろう。 乙の枕詞 に
ついてこれまで定説はないようである。 テノレを「立てる」と解する

説がかつてあったが(5 )今はとの説をとる学者はあるまい。 テルは

照ノレである。 シナは「照る」と関係するもの， 即ち発光天体(日，

月) 又はその属性・ 光を窓味する蓋然性が大きい。 私は「照る」の
主語， シナlζ「光， 太陽」の意味を推定し( 6) ， シナを南 島(オース
トロネシア又は7ライ・ ポリネシア〉基語*t'inar I光」と対比した(7 )。

シナ照Jレのシナが「光， 太陽J を;意味する蓋然性が大きいといっ

ても， 日本語だけの資料ではそれをたしかめるのは図雑である。 さ

いわい「おもろさうし」に「てる ・ しのJ(照るシノ) I太陽， 日神，

月」と「てる・ しな・ の・ ま・ みやJ (照るシナ の真庭) がある(8 )。
後者について仲原， 外悶氏は「てるしなは地名であるが所在未詳，

まみやは真庭で， 神祭りの場所の美称」と説明している ( 9)。 乙のテ
Jレシナ〈照るシナ〕 はテノレシノ(照るシノ) I太陽， 日神」とおなじも
のと見られる。 テノレ・ シナ・ ノ ・ 7・ ミヤは「日神の祭りの場所の

美称」である。 テノレ・ シノ(照るシノ〉 が「太陽， 白神」のみならず

「御月之事」をも意味するとと (10) ， 他方 「太陽」 をあらわす「て

tenda のような形で受けとめられるのはほぼ間違いなかろう。 そし

てその語の n 音の脱落して teda という形で「おもろJの中IC頻用
されるζとになったと推定さ れ るJ (稲田良輔教授退官記念論文集， p. 
31) と述べておられるととろに多少問題がある， とおもう。 n の脱
落によって teda (< tenda)が生じたのではあるまい。 上村孝二氏
がp.32にあげておられ る 例(船頭シードゥ。 沖純;i'iï蛮ナーパノレ。 首
里;返事ヒイジ。 沖縄) からも， n の脱落が先行母音の延長(つまり代

償延長Ersatzdehnung)をひきおとした， と結論できるのではあるま

いか。 乙のζとはすでにポ リワー ノ フ 氏(1 891-1 93 8年。 氏の 1914 年

発表のペテルプノレグ大学卒業論文は「日琉比較音韻論」であった。 吉町義雄

氏 による邦訳が「方言」第4巻10号に掲載された〕がノド「喉J< no mi 

(飲み) - to (門〉に対応する琉球諮問: di の成立に関する説明の
なかで指摘されている。

(1) o >u かくて句omito >*num[iJtu 

( 2  ) 消えた i は後続子音を口蓋化した( t>d') 句umd'u

( 3) 鼻音 mの消滅とむすびついて先行の uは長くなった(代償

延長〕。 二つの音節(*no mi- ) の代りに， ひとつの長い音節(叩:)が

出現した。

(4 ) 琉球語において口蓋化子音(p'.b'， m'， t'， d'， n'， s'など)のカ

テゴリーが消えた時期lζ語末の*d'u はのとなった(4)0

上記の ( 3) をポリワーノフ氏は ti: da Iζは適用し な かっ た
(彼はとくにと のζとばの起源は取りあげなかったから〉。 ティーダの語源
についてP氏は当時天道説を考えていなかったであろう。

上村孝二氏の場合とおなじく亀井孝氏の場合にも ti:の長さにつ
いての説明はあたえ ら れ て いない。 テダ は 口語では tida でなく
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る・かはJ (照るカハ) があ ると と (11)を 考 え る と ， シノ~シナは琉

球語ではも と も と「光」を意味したであろうと推定される (テノレ・

カハのカハが「おもろ」成立の当時， どう発音されたのか， よ くわ か ら な

い。 カハは今後究明されるであろう)(12)。 シノは言わば 「露出形J， シ

ナは「被麗形」であって， 乙の場合シナが古形を保っと見られる。
枕詞「シナ照ノレ」のシナと「おもろ」 の 「照るシノJ 1 照るシナ

マミヤ
の真庭」 のシノ~シナとは同一語と見るととができる。 日・ 琉語と

もにシナは「光」を意味することばである， と結論できる。
他方， シナ照ノレという枕認は孤立的 でなく， シタ照ノレという異

形 をもっ。 ζの点を私lζ指摘されたのは林大氏であった。 「時代別

国語大辞典J (以下， r時代別」と略)には「したでる〔下照) (動四 〉
タ デ ル

美しく照り映 え る」 と あ り， 之多泥流庭 (万4059) (参照:記雄略
デ ル γタテル

「朝日の日伝流J)， 1 桃の花下照道J (万41 39)， 神代紀下・私記乙本
eタテル るヒメ

「下照姫」 く 下照姫 只*天留比女〉があげられ て い る。 シナとシタ
との交替は tと nとが同滋官的な(homoorganic) 音である こ と と

関係がある。 シタ照Jレのシタは「下」と無関係であって「光Jを意
味する乙とは， シタtcフがついて出来た動詞シタ・フがI1映りはえ

シ ナ ヒ
る」意味をもっととからわかる。 他方「春山の四名比盛えて秋山の
色なつかしきJ (万3234)のシナ・ヒはシナ 「光」からフによってつ

くられた動詞シナ・ フの連用形であり， シナ・フ は 「光 り か が や
く」と解釈できるとおもう。 シナ照lレとシタ照Jレとが同一語である
ように， シナ・フとシタ・ フとは同一語と見られる。

シナが「光」を意味したことは， 越にかかる枕詞シナ・ ザカルの
ンナ

シナにもあらわれている， とおもわれる。 光=日御子のおられると
サカ

ζろから離るという意味ではある ま い か (誌にかる枕詞アマ・ ザカノレ

アマ
も， 日 のある天から 離るという窓味ではあるまいか〉。

ヤカハエヒメ
古事記lとある応神天皇の歌(矢河技比売にたいする恋歌) のなかに次 虫

の個所がある。

美本中予理能 迦豆伎 伊岐豆1皮 志、那陀由布 佐佐那美遊衰 須

久須久登 和賀伊麻勢婆夜・ …
ミホドリ カヅ イキ
鳩烏の 浴き 息づき シナダユフ ササナミヂを すくすくと

我がいませばや・.....

とのなかの「シナダユフ ササナミヂを」は「階 だ ゆ ふ楽浪道
を」 と乙れまで解されて来た。 「タユフはタユム， タユタフと同義

で ， 滞り進まない乙と」と解されている。 しかし， タユフはタユタ

ニ「ゆらゆらとたゆたうさまJ， タユタ フ (おそら くタユタユ・フにさ

かのぼる)1 動揺して安定しない」 のタユにフが接尾して成立した動

詞と見るべきではなかろうか。 もしシナを「光」と解すれば上記の
個所は 「光のユラユラゆれるササナミ (細波)J となる。 シナ・ ダユ

フはササナミの修飾語としてふさわしいのではあるま い か。 「鳩烏

の潜き息づき」を「蟹が長い道を歩いて苦しみ怠づくととの比喰」

と解するならば「すくすくと 我が い ま せ ば やJ ( 私がドンドン進んで

行くと) という句との続きぐあいが惑いのではあるまいか。 シ ナ を

「階」と解しないで「光」と解すれば， 乙の個所の意味がスッキリ

するように素人目tc映るのである。

琉球語と日本語の資料から「光」を意味すると結論されるシナを
私がいきなり南 島 (オーストロネシア〕諸語の法語形*t'in ar1 光」と

同源である， と主張するならば， 唐突の感を読者に与えることは必

定である(補説)。 しかし南 島諸語と日本語との関係は， わ が国の 言



ポ リネシア系

トンガ語 her;i I her;i ‘ あさやけ
フトウナ語 ser;a I ser;a' あさやけ

サモア語 sier;a I ser;a‘ 黄色っぽい

日本語シナ sin a (サ行子音をかりにSで表わす)は南 島諸語の sく* t'

fC対応するであろうか。
暫定的な結論lζよれば， 南 島基語の* t' はつぎのような発達をと

げた。

~の前のVは日本語で tとしてあらわれる。

南 島 基 語 日 本

*[ t'Jakaj登る， 乗ること ( takëく* takaj岳
1 taka 高
L異形 saka

malsina ' 月
‘ina ' 照る

sina ' 白い
malsin a' 月

* t'ina r とならんで* t'ir;ar ["光」が措定されているが， その土台

となったのは次の諸形である。
インドネシア系

ンガジュ・ダヤク語
メラネシア系

たいまつ

フイージー語 sir;a' 太陽
サア5吾 si r;eI sir;e' 照る

tSi r;e‘ 日中 (英語day)

sir;ah 

サモア語

語学者が乙れまで考えて来たよりずっと深いものであるととがさい

きん明らかになってきた〈乙の問題については別の論文においてとり あ

っかわれる〉。 上記のシナと南 烏基語勺in ar ["光」との比較をするに

当って， 南 島語比較音韻論を悲礎づけたドイ ツのアフリカ学者・南

島言語学者デンプウォJレフの著書 (注7参照) 1IIから， ["光J をあら

わす南島諸語の語形を引用する(安藤正次氏の上掲論文にも南品諸語の

資料が示されている。 ただし安藤氏はデンプウォノレフを当時凡ておられなか

ったとおもう)。

インドネシア系
タガログ語 sin ag 光線

'alnin ag 光の反射 ('a という接頭辞がつ

いた場合， s( < t') が同器官的鼻音 n 'によっ

ておきかえられた)

トパ・パタク語 sin ar 森林中のあいているところ

マライ語 sin ar 光線

ホワ語 malsin a 明るいこと

メラネシア系
フイージー語 ;;in a ' たいまつ

;;in ava' 輝く
sine' たいまつ
sinell i‘ 照らす

サア語

σ、..... 

語

坂

hin a ' 白い
malhina ' 月

フトウナ語 sin a' 白い

ポ リネシア系
トンガ語
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インドネシア系タガログ語
sakeJ' 登るとと， ンガゾユダ
ヤク語sak�i‘ 登るとと

メラネシア系サア語taγ上方
^-

ポリネシア系トンガ語 hake ' 
上方へ

*t' a?Ja [つ分岐
インドネシア系タガログ語

sa?Ja 枝
メラネシア系フイージ一語

sa ?Ja‘ 熊手
間baIso?Ja ' 校

メラネシア系サア諮 ta?Ja‘ 
分岐

メラネシア系サア落 malta?Ja 
分岐せる

ポリネシア系トンガ語
halha?Ja' 分岐

ポリネシア系サモア話
sa?Ja ‘ 犯の手， 足

ta?Ju-p・ slÞ-ぷ， つれだっ， 寄り

そう

mata?Ja-r- î今がる
malta 俣・股(分岐している

ととろ)

* bfJt' a [!J 偉大である ， 太い putoくうfJtaく*bfJt'a 偉大な，

インドネシア系トパ・パタク認 太い

bosar 膨脹せる
インドネシア系ジャワ， マライ

語(13) b'ésar 太， 偉大

インドネシア系ンガジュ・ダヤ

ク諮 basar 大
インドネシア系ホワ語

vesatrã 重い

mat'ak í出来上りたるj í熟せるj mata í全・ 完J
マ タ ケ

インドネシア系トパ・パタク語 古事記の麻多邪む人IC対して
マ ソ ケ

masak， ジャ ワ， マ ラ イ 語 f走行紀lζ摩曽祁む人とある。

masa'， ンガヅュ・ダヤク語 masöは異形。 masa í十全な

masak， ホワ語masaka ' í il\ さまj， masa í正しいさま」

来上りたるj í熟せる」 も mataの異形であろうか。

メラネシア系サア語

matelhula‘ 「熟しすぎ」
ポリネシア系トンガ語maso'，

フトウナ語moso' í出来上り

fこるj pata-ti í20 j 

うat'a?J 対(つい) pata íあるいはまた，一方では」

インドネシア系トパ・パタク語 putaくうfJt' a í 2 j (本来は「一
ジャワ諮， マライ語， ンガジ 対」。 フタ・カミ「朋神j， フ

ュ・夕食ヤク 語 pasa?J í対」 タ・ ゴ「双」参照)

(7ライ認は「対， 仲間， 相手J) ρuta í蓋j (蓋されるものとの
メラネシア系サア語 「一対」の窓)

hata‘ 伴いあう putãg- í塞j， その�形ρusãg -
ポリネシア系トンガ語 「塞j， pusèk- í防j， pusa- p-

maha?Jla'， フトウナ語， サモ 「相応j， pasa-ma í高地ICは

o "" 



人を親しみ尊んで呼ぶ称、

父lζ対 する愛称的な呼o
hb
 

0

5
44Aγ

 

ω

お

..... 
'" 

mU?Jaszくホ miJ・kat'ih í心lとか

なう。喜ばしい」
ρI asi íいとしい ， かわいい」
woszく*u- asi íいとしい」

砂洲(大隅国風土記)pzsi 

ヅャワ謡 siy a !J  i :: - -J - '" f ひるま
マライ語 sia?J J 

メラネシア系フィージ語

害elさea ' 朝やけ

[‘J at'ih 1 i 親近感， 愛着
kat'ih J 

インドネシア系トパ・ パタク語
、si‘ 近親感

インドネシア系ジャワ語
‘asih 愛着を感ずるとと

インドネシア系ンガジュ ・ ダヤ

ク語 、si' 慌愛

メラネシア系サア語
、mlasi‘ 共感をおぼえる

ポリネシア系サモア語

ml asilasi' 恥ずかしい

インドネシア系タガログ語
kasi‘ 親密な

インドネシア系 マライ認
知sih 親密感

インドネシヤ系ンガジュ ・ ダヤ

ク語 kasih愛着を感ずる

ヤat'ir 砂浜
インドネシア系タガログ語

pasig 砂浜

うI it' a l π「合一」
インドネシア系タガログ語

pisan 合一
インドネシア系ジャワ認
pzsan 合計

* i の前 の*t' は日本語で s (サ行音子音)としてあらわれる。

MP (南島基語) 日 本 語

*t' ilak 光 イチ・ シロ ・ シ「灼然J íはっ

インドネシア系トパ・ パタク きりしている。 明白」

語siIll lak 明らか シラ|白」
インドネシア系ジャワ語

sila・ 光線
メラネシア系フイージ一語

*ila‘〔天体が)輝 く

ポリネシア系トンガ語
'u I hila ‘ いなずま

ポリネシア系フトウナ語
‘u I ila‘ いなづま

勺， ija?J 切るさ
インドネシア系トパ・パタク語

sia?J 明るくなるζと

インドネシア系

さまれた地形J，
pasa・m・「挟」

pita 引lra íひたすら」
pita-muki íひたむき」
pitö í 1 J 

ア語masa?Jla'双生児

sa y aka < *t' iy a・ka 明らかなさ

ま
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インドネシヤ系

トパ ・ パタク語 l
， _ ' ， "- f pasir海浜

ジャワE音 』

インドネ、ンヤ系マライ語

pasir 砂浜
インドネシヤ系ホワ語 fasikã 砂
また南 島基語ー句ー が日本語の -n・1ζ対応する例として， つぎの

ものがある。
MP (南 島基語) 日 本 ffi 関口

ホ bin aj女 叩0・ min a<*叩o-bin a 女

事in8ρ 横になる乙と， 眠るとと in ë Uねる(下2段， 連用形)

とれらの点から， シナ「光」が * t' in a にさかのぼる， と見る乙

とができるとおもう。

つぎにとの形 (*t'ina=南島基諮り'inar r光J)のIf.I.音代償」形に

ついてのべたいが， その前IC古代日本語において， 南 島諸語特有の

「前鼻音化J(prenasalization)という音韻現象の名残りがみとめら

れる点についてのべておきたい。
D氏は「抱擁」をあらわす南 島法語形を*dak8ρと措定する。 マ

ライ語 dakap(少は内破でf)がそれに対応し， 後者は活用するとき

m8ー という接頭辞をとり， ζの接頭辞と語幹とのあ い だ に鼻 音 が
ム ン ダカ プ

あらわれる(たとえば saja mandakaþ r私は抱く」。 古代日本語のムダ ク

mùdak- r抱くJ IC酷似する。mùdak- く*mandak-)。 とれを「鼻音前出J

と呼ぶ。

またマライ語 kasih(D氏ICよればホkat' ihにさかのぼる) I近親感，

奨若， 好意J (マライ語で「有難う」をtar ima kasihと言い kasihは侠

用頻度がきわめて高い) !C m8- という接頭辞が つ くと語幹の k-は悶
器官的鼻音g によっておき か え ら れ(鼻音代償)， ζの動詞 は「好 53 

サ ヤ ム ガ シ
きだ， 愛する」という意味をもっ。 たとえば saja m8?J asih I私は

好きだJ。 万4105の歌lとある牟賀思 mU?J aslく* m8?J at'ih  I心lとかな
う， 喜ばしいJ K酷似している。 口語のムゴイ 「かわいいJ(30年

ほどj)íJ. 福島県猪苗代町のー老人が「孫 はかわ いい。 自分の末子はムゴイJ

と言 った と とばを想い 出す) はその発達形であろう。 現代標準語では ム

ゴイは1(1)悲惨だ。 いたましい。 (2) 残酷だ。 無慈悲だ」の意

味をもつが， ついでながらマライ語では kasih から -an の接尾に

よっ てつくられるお sihan は「気の毒な。 かわいそうな。 何とか

かわいそうな! Jを意味する。(* kat' ihとならぶ南 島基語形* ‘ at'ih
(同窓味) IC 対して日本語のハシ pl asi IいとしいJ， 加osiく* U I asi 
「いとしい」が対応するととは前掲のとおり。 )

「鼻音前山J ("?ライ語 dakaþ r抱擁J. ma件dakaþ r抱くj)と「鼻音

代償J (マライ語kasih r近親感， 愛�'j-J. ma!Jasih r愛するj)とを総括し
て「前鼻音化」と称する (l4)。 ζのほかにD氏のいわゆる「硬直的」
鼻音代償と呼ぶものがある。 D氏はジャワ詔の n iPis- tipisI薄い

とと， まばらなとと」 を例にあげる(15)。 そして「鼻音ではじまる

あ らゆる語幹(D氏の第3�fCは と のような語幹が 73 ある〕は便直的鼻

音代償のあらわれであるかも しれない」 とのベる (l6)。 泉井久之助

氏が南 島基語形うipi' I煩J (D氏][-p_ 1 1 9)と日本諮 問 imi I耳」

とを比較するとき(l7)， 後者を前者の 「硬直的」鼻音代償形と考え
ら れ た で あ ろ う。 日本語 wo-min a I女」の mzn aは南 鳥越語形

句in aj I女J (D氏][-p_ 30)の「硬底的」鼻音代償形とも見られる。
古代語の希4扉通 (太7ニ〉の仰 n iは吉の手段であるととはあき



σ3 
c'l 

ミナ をナミ
と説明されている。 しかし今では 「皆」のミが乙類， f南」のミが

甲類であるととがわかっているからとの説は受けい れ ら れ て い な

い。 しかし， ミナミを日光と関係、させている点は面白い (22)。

「水ナ月」と解されている陰暦六月の呼称ミナ・ ツキの ミ ナ も
ミナ ひ

「光」であろう。 「みな月 の土さへさけて 照る円にも吾が袖乾めや

君lζ逢はずしてJ (万1995)の歌からもわかるように ， ミナ月は日光
ミ ナ ミナ

の強烈な月である。 水之と解するよりも， 光と11干すべ きであるとお

もう。
マガリ オヒネ ミヨ カスガ ヒメミコ
勾の大兄の皇子 (継体天皇の皇子. :l<閑天皇) IC愛された春日の皇女

の歌にあるミナシタフのミナも「光」である， とおもう。

美母慮我好陪儒 能朋(23)梨随致 御諸が上IL登り立ち

倭我?爾細陵 部奴裟j苔符 以簸例能伊開能 我が見せばつのさは

ふ磐余のj也の

美那矢駄府 粁H鳥談
て嘆く

野須美矢矢 倭我於JlJJ恨美flt

於魔細底 裟佐羅能美於媒能
の結び霊れ

駄例夜矢比等母 好陪儒泥堤那随矩 誰やし人も上IL出て喫く
「御諸〔山〕の上に〔私=春 日 の皇女が〕登り立ち， 私が見ると

磐余の池のミナシタフ魚も上lζ出て咲 く。 誰やし人〔私=春日の皇

女〕も上に山て咲く」
この歌の難解勾はミナシタフ魚であるが， 従来， 水・ナ ・ 予 . 丞

・魚 (水の下を泳いであるく�\)と解されてきた。 フ (経)は「泳いで

あるく」という意味をもちうるのであるうか。 フは主として時間的

ミナシタフ魚も上IC出

帯御の
村
紋

の
サ

細

君
る

大
せ

が

ば
我

帯

ら か で あ り ， 鹿の骨と考えられて来たようであるが， 南 島基語
市bani?J f淡 水色J(D氏m-p.23)の「硬直的」鼻音代償形 である と

も見ら れる(フト・7ニは「大 ・他」の芯 であろう) (lB)。

�n:者は *t' in af光J (く シナ)の硬直的な品音代償形として *n ' in a

をtll定する。 その発述形として かzaく勺l'i仰を考える(19)0 fffi屯」

をあらわすイナ・ ビカリ， イナ・ ツJレ ビ(光・交わり)， イナ・ ヅ
マにそれが見られる。 イナ・ ツルビは 稲と関係があるように考えら

れ て来たが， む し ろ逆に互の植物であるイネ〔合成語第2項シネ。
切ine の 形もあったか)は「 日 光」にちなんで名付けら れ た 植物名で

はあるまいか。 枕詞イナ ・ ノ ・ メ ・ ノ ( ? 光・の ・ 目・の 〉 にもイナ

「光」が見られる。〔同義語シノ・ノ・メ・ ノく*シナ・ノ・メ・ノ〕。 ひ

ろく各地IC分布する 方言イナ・サ(又はイナ・サ風)f南(束)風」は
「イナ(光)の方J， つまり南 方， 南 東方のとと で あ ろう。 (サは名詞

タタザ ヲコ サ
について方向の芯味をつけ加える。万4132 の「縦佐にもかにも総佐も奴とぞ
アレ .シ イ ナ サ
我はありける主の殿とICJ， 記村l武の伊那佐の 山もおなじ であろうか(20)0)

「南 」をイナミという地方が少なくない。大岩正仲氏の御教示lζ

よれば ， 山梨県中巨!学郡， 静岡県磐田郡， 愛知県(三河)碧海郡，

愛知県〔尾張)名古屋 ， 愛知郡， 東西春日井郡， 丹羽郡， 葉栗郡 ，

海部郡 ， 知多郡， 岐阜県 (飛騨)， 岐阜県 (美濃〕岐阜， 大垣， 恵那

郡， 本巣郡 ， 山県郡， 三重県多気郡， 徳島県板野郡 ， 名西郡， 美馬
郡， 愛媛県越智郡， 温泉郡， 伊予郡， 鳥取県東伯郡に分布する。 ζ
れもイナ・ミ「光ミ」ではなかろうか。 とれについては後に述べる。

*t' in a  (>シナ〉のム\.音代償形句'in a(21) の異化形 と し て mzn a

「光」を私は想定する。 そして「南 」を表わすミナミのミナがそれ

であるとおもう。大言海には「皆見ニテ， 日光明カナル;志ト云フ」

粁陪備堤堤那鎧矩

やすみしし

武須粥陥例
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経過を表わすために用いられた動詞 であるが， 場所の経由を表わす

ためにも用いられたととがある， という。 しかし池の一方から他方

に経過するのでなく池の中をアチコ チ「泳いで歩く」ととをあらわ
すのにフを用いるというの は，おだやかでないとおもう(ロシア語で

は迩動が方向を持っか否かが霊視される。 たとえば烏が空をアチコチ飛びま

わっているときと， 空の一方から他方lζ飛ぶときとでは， r飛ぶ」 をあらわ
アす 語形がちがう。 前者は} l '  etat'， 後者はl' et' et'という。 日本語の「経J

フ
という動詞では方向性が重要である， とおもう) 。 かりにフが「経」であ

るとしても， 体言魚!C速なる以上 ， 連休形フノレを用いたはずではな

かろうか。(ただし， 古くは. 終止形が述体形の機能をもはたしていたとい

うならば， それまでの乙と。)

卑見によれば， 魚が上lζ山るの はミナシタフからである。 換言す
ミナ yタ

れば魚は「光を慕って」上lζ出るのである。 誰やし人(私〕は日御

子 必ゐよ党の主手) を慕うあまり， 御諸の山1<::11\て嘆くのである。
シタ ミナ

魚の恭フ光と誰やし人(私〕の恭フ日(後IC見るように日の原義は「光」

と見られる) の御子とを結びつけている と と ろ に乙の歌の限目があ

る。 ζう解釈して乙そ は じ め て 「魚も上に出て嘆くj I誰やし人も

上に出て岐く」のもの怠味が理解されるのではなかろうか。 両者のーー ミナ γタ
咲きの共迎の理性lは「光・恭フ」にある， と見られる。 この点が理
解されないととの歌は理解されたととにならないの で は な か ろ う

か。

枕詞「ミナ・ソコフj， Iミナ・ソソク」のミナも「光」であると

おもう。(仁徳紀16年「測側目庇赴臣のをとめを誰廷はむJ， 記雄略「美加
オ ミ曽曽久臣のをとめ秀鱒と ら すもJ) この枕詞 は臣(宮廷に仕える者〕に か

かると見るよりも， 臣のをとめにかかると見るべき で は なか ろ う

か。 ソコフにも古くは シタフ(慕フ) と同じ怠味があったのかも知
ミナ ヒ ... 

れない(ミナ・シタフ， ミナ・ソコフともに 「光 (日の御子) を慕7Jの 正当

窓)。 ミナ ・ ソソクの意味は 不明である。 あるいはミナの窓味が不

明になったため， 水ナと解されてソソク(漉) が用いられたの か も
しれない。

ちなみに， 宮良当壮氏の八重山諮5誌によればイナ・ ピカリを八重

山列島黒島ではミナ・ ピカリィと言う。

イナ「光」からサによってイナ・サ「南風」がつ く ら れ た よ う

に， ミナ「光」からもサによって本ミナ・サがつくられたとおもう。

ただしζの語形 は 方言においても見られないようであるcr時代別」
によれば， 建久三年皇太神宮年中行事11: r遠江みなさの山の椎が校をふさ折

り持ちて」という歌が見える。 乙の中のミナサは「南面」を意味するかもし

れない)。服部四郎氏の編さんされたアイヌ語方言辞典における沙流
方言 menás C南風)， 旭川方言 menás I暖かい風j， 宗谷方言 menás­

rera C南南東風かo reraはアイヌ語で「嵐J)， 梯太 ラ イ チ シカ 方 言
men as C南風) は 日本語 (* min a-sa)からの借用語かもしれない。 ア

イヌ諮 pi kata I南風」 が日本語 pikata ( 光・方) C全国方言辞典11:

よれば， 東 南風 又は西 南風をさす) の借用であるように。

以下ミナ ・ ミのミについてのべるζと は憶測の域を脱しない。

ナ ・ ミの問題と関述してカガミ(鋭)という古代語をとりあげてみ
カゲ ミ

たい。 カガミはあきらかにカガ・ミの構成をもっ。 影見， つまり姿
を 見るための道具という解釈が有力である。 しかし古代では鏡は太
陽の象徴と考えられていたようであり， また万4 011の長歌の一部

(ちはやぶる神の社lζ照る鏡倭文lζ取り添へ祈ひ祷みて吾が待っと
きに)な ど か ら み て， カガミは姿をうっす道具としてよりも， 完



で上代の語形はさだ かでないと言われる。東大寺要録にある比美加
之cr時代別Jp.622による)が古形をったえて い る の で は あるまい
か。 比はヒ 「光j， 美はミ 「見j， 加は場所を意味する接尾語カでは

あるまいか(25) 0 pi ・ml・h・SIからヒガシが発達したと見て無理では
なかろう。

以上で古代語シナ「光Jおよびそれからのもろもろの派生語につ

いての考察をとじる乙と に す る。 国語学の専門家の立場から見れ
ば， 見当はずれの議論， 独断， 憶測が少なくないであろう。 せつに
御批判を請う次第である。

最後にヒ， カゲ， シナ∞ニナ∞イナ∞ミナからつ く ら れ る 方向

語， 風名を表にして示す。

(日神〉をうつして見るものとして受取られていたのではな かろう
カガミ

か。鋭は光見が本源的意味であると見るζとはできないだろうか。
カガミ カゲ

!1l見lζよれば光見は他方では 「光のよくあたる と ζ ろj í南面」の
カガ

意味をもち， 各地のカガミという地名， カガミ山という山名は「光

見j = í南面」をあらわしているとおもう。 (考古学者鋭山猛教授によ
れば， 足:ftli付近の名山鋭山 は， 古墳から鋭が出土したというような話がない

ので， 鋭と無関係らしいという と とである 。) í南面」を 意味した と推定
カガミ

さ れ る 地名カガ ミ が 光見であるととろから 見 て， ミナ(光) ミの
ミナミ

ミも‘「見」と思われるのである。 ミナミ(南〕は光見であるというの

が私の考えである(24)。
ついでながら「束」をあらわすζとばの仮名書きの確例がないの

1.0 
N 

訪 2占 + ミ(見) L!= サ(方向を不す) 1 + カタ(方) + オモ(面) 11 参 考
pi(光) ヒ・ ミ・ガ・ シ(束) ?ヒ・ サ・カタ(枕詞 ) ?ヒ・サ・カタ

南
(枕

風
詞

，
) ヒ・オモ〉ヒヨモ(26) 朝鮮語 pit(光)

ヒ・カタ (東
語

(日光の当る側方言)

p西ik南at風a(
) >アイヌ
南風)

k ãgë(光) カガ・ ミ(南)地名lζ カゲ・トモ く カゲ・ 満洲文語
おいて ツ・オモ(南 )

モ
g
ン

e ?J
ゴ
g
文

iy
語
en(明るい)

ge gen(光)
(27) sina(光) シナ・ ミ(附天)方言

ina(光) イナ・ ミ(南)方言
nina(光) ニナ・ ミ(南)方言
mina(光) ミナ・ミ(南) 本ミナ・ サ(南 風)>ア

イヌa語s( men 南風)沙流方言menaspa(南)
上記の表の空所は方言調査， 地名研究によって埋められる可能性がある。
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(i主)
( 1) r原語による台湾高砂族伝説集J附録p. 12によればアミ語で「日 J

はtsi!ar，tsida.Jo ].W. Dawidson (The lsland of Formosa， London 

1903 ) はtsi r al r太陽」となし(R. Ferrell Iζよる )， R. Ferrellは

cilar r太陽J と なす。 Taiwan aboriginal groups.: Problem in 

cullural and Jinguislic classi日cation. Nankang， Taipei， Taiwan 

1969， p. 10 7 
(2) 新村出， 日 本人と南洋。 悶論文は「東方言語51.!援考J (束京1927年)

IC収められた。 同氏の論文集「日本の言葉J(東京194 0年 〉 から引用
する。 p. 15， p. 16。ζ乙では「琉球語のテダ(日)の如きも， やはり テ
ラ〔照)の転音と見るべきの説 ， I;iî球語学者間に有力となれりJという
補註がある (p.20)。

(3) との論文は「言語と文学」第 1輯(1929年) IC発表され， 同氏の若:
お「古典 と国語J (1935年) Iζ収められた。

(4) ポリワー/フ， 日本語語源辞典にかんす る初定報告。 rw洋学諸問
題」 誌， モスクワ 1960 年 第3号。 との遺稿は 1925年ζろに脅かれ
たと推定されている。

( 5) 福井久l議， 山岸徳平初訂， 新訂増補枕詞の研究と釈義， 1960年 ，
p.350多照。

(6) 第8回国際人類学・民族学会議 (東京・京都， 1968年 9月3 -10
日) の「日 本民族起源IC関するシンポジウムJ(京都， 9月9 日)にお
ける私の報告About the Origin of the Japanese Language. プリ

ントp. 13。
VIII th International Congress of Anthropological and Eth­

nological Sciences. Proceedings. Vol. III. Science Council of 
Japan. p.479， 

(7) 南島(オーストロネシア=マライ ・ ポリネシ ア〉 諸語基語の形 は
Otto Dempwolff. Vergleichende Lautlehre des austronesischen 

Wortschatzes. III. Ber1in!Hamburg， 1938 年による。
( 8 )  イ中原普忠， 外問守普， おもろさうし辞典総索引， p.210。

(9) 向上。

(10) {I中原普忠， 外問守普， おもろさうし辞!Jl!*沿索引， p.2100 
(1 1) 向上。
(12) rおもろJにおける 「てる・ しのJ IL私の注芯 を向けたのは郭安三

氏である。 1969イド1 2月下旬， 都立大学における比較言語学の集中総
務のl�ti泌生IC私はlJ(6)のプリント をわたし， 'i11氏にもわたした。 そ
の後氏はシナIC注7立を向け， ヌf<:年3月rj1旬のお手紙のなかで， 岩田民
治氏の「カミの沼!lミ 原始宗教一J(淡交社， 1970年 2 月) のなかに，
古代仲納入のi;:W1Jにおいてテノレカハ(口)， テノレシノ(月)， デタ (太
陽〕崇拝が行なわれていたと述べてある旨 を報せて来た。ζ とに郭安
三氏IC)享く感泌する。

(13) basar Iζ対 して「インドネシア・ロシア語辞典 」モスクワ 196 1年 IC
は次の�I広が与えられている。( 1 ) 大きい， 巨大な， 伶大な (2)首
飢， 指導者(3)太い， 容積の大きい(4 )丈夫な( 5)広大な(6)成
熟せる(7)成人せる(8 ) i111J!!な(9)強力な(10)高い。

(14) 前鼻音化についてはD氏の， 註(7) IC挙げた著作1， p. 30， 3 1， 7 1. 
9 1 とJ止井久之助， マライ=ポリネシア諸活。 世界言語概説， 下巻p.
1039以下参照。 かつて日 本語で接頭辞7がついた場合， 鼻音代償が行
なわれた時代があったのではないかと推定させる材料がある (7ライ
語の maーに対するものはタカーログ認では ma -)。 窓味不明な古代語マ
ナガノレ(麻那賀理 ma一間!Ja円迎用形) (あわ雪のわかやる胸 をソダ タ
キタタキ7ナガリ〉 は7・サグノレ「もてあそぶ， いじるJ の鼻音代償
形ホ7ナグノレの泉形であろう(7・サクールに対して *7・ サガノレがあ
ったかも知れない。 サガ・ス参照)。 泉井氏は7ライ語抑制tく*t' akit

rJ;内めるJ Iζ対する ma-n ' akitr悩ます (病ます)J を鼻音代償の例 と

してあげられる。 アナグノレ「傑・主主」もサグノレ「探・製Jと関係があ
り， 。ーという接頭辞のあとで語幹子音が鼻音によって代わられたので
はなかろうか。「穴引ノレJ の解釈があるが， 説得力に欠ける。合成語の
場合 ICも鼻音代償が行なわれた可能性は古代語ワナク 「首 をくくるJ

ワナ

によって暗示されていると思う。乙れは紹(純・木技・竹など を輸に

して禽獣 を捕える仕掛け〉 からつくられた動詞と見られているが， 疑

<D 
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(20 ) 集者の郷里は茨城県最北の海岸の漁村であるが， 少年 のとろ， イ ナ
サというととばを 自分でも使用した。今でもとのと と ばを 口に す る
と，海の方から吹いてくる生あたたかい風を 府で感じるおもいがする。
郷里のぬ民たちにとってとのととばは生市と夜行したものであった。

(21) 大岩正{中氏によれば「前Jをニナミ nma mlという地方もある。2
山県 東砺波郡稲'I1f， 岐阜県(飛甲ji)， 岐阜県 (美総〕武儀Illl， 山県郡，
羽島郡， 静岡県磐田郡， 愛媛県新居郡， 周桑邪， 松山， 温泉郡がそれ
である。 ただし， 乙のmna が句'ina をひきついでいるのか mi na
の臭化形であるのか， 問題である。

(22) 商品語のひとつタガログ語 (フィリッピンで行なわれる)では「南J
は timog(共通インドネシア語形は行imur) は「光の側」 の意であ
る， という。 古代トルコ語では「雨」 はkUn ortu (日・太陽=まんな
か) と言い， r�'l;ひるJ をもn味する。 ついでながら. トルコ系諸語の
方向語について最もよくまとまった研究は次のものであ る。 Rahmet
Arat， über die Orientations.Bezeichnungen im Türkischen 

Aspects 01 Alta ic Civil ization. !ndiana University， 196 3. 1962年
6月4-9 日アメリカのブルーミン トン市の インディアナ大学で閲か
れた常設国際アノレタイ会議第5回ミーティングでトルコの故アラト教
授が上記ペーパーを 読んだとき， 筆者は「日本語におけるいくつかの
アノレタイ起源文化用語J ICかんするペーパーを 読んだ。

(23) .y poで-boをあらわしている。

(24) 全国方言辞典 によれば千葉県印路郡では 「日向地」を テ リ ミ と 言
い， また野州栃木では「日ffiJ をテルミという(物類称呼〉。 とのミも
ミ ナ・ミのミと同じであろう。

(25) ヒ・ミ・カは光・見・処「光の見える (ひのあたる〉処」であろう
か。 乙れからおしはかれば， ミナミも本来はミナ・ミ・カ (光・見・
処) であったのが， 第4音節のカが消えたのかしれない。

(26) 東条操編全国方言辞典 !Cは「ひょも ひなた。 日当りのよい所。静
岡県磐田郡・愛知県北設楽郡・岐阜県吉城郡」とある。

(27) 全国方言辞典ICは石川県鹿応郡の方言「しなみ 附天」が示されて

わしいとおもう。むしろ， ワ(輪)ICタク(r時代別Jp.415参照〉 がつ
いて出来たものであろう。 ミ・ナギノレ，イ・ナダキの場合!Cも鼻音代
的が見られるのではなかろうか。

(15) インドネシア語辞典lζよればtipis， niPis は口汚い，まばらな」のほ
か に「小さい」の芯、味IC川いられるζともある。 日本語tipi.sa .r小J，

mμ「新J (例 えば，ニヒ・クサmになって生えてきた草J)はとれと
無関係でないかもしれない。

(16) D氏， 前掲， p.31。
(17) 泉井久之助， 日本語と南島諸語， 民族学研究， 17-2 (1952年)， p. 

190 
(18 ) フト・マニのフトは卑見によれば， 南島蓋語bat' a l  r大， 太J(D氏

ill-p.29) と同源である。 占(ウラ)についてはソ速の最もすぐれた日
本語史研究家セロミャトニコフ氏(モスクワ， Jf[洋学研究所〉 がタガ
ログ語(フィリッピン〕のhufa r占なうとと， 予言するととJ(タガロ
グ・ロシア辞典 ， モスクワ1959年 ， p目154)と比較しているのは卓見
である(論文集「日本言語学諸問題J第1集， モスクワ1970年 lC寄稿
した論文のなかで〉。日本語の占(ウ ラ)は事hul a にさかのぼると見ると
とができる。南島2主語の市h.が日本語でo(ゼロ)であるととは註(17)
の泉井氏論文 (p.22) 1ζのべられている。

(19) * n'ina >ina の変化lC類するもの は， ニナフ， ニ ナヒ (荷・ナフ〉
の方言形lζ見られる。 東条操編全国方言辞典 ， p.45 参照。

いない (担いの罰t)①担桶。静岡県小笠郡 ・三重県度会郡
②手稿。長崎県千々石

行商人。長崎県西彼杵郡
天秤棒。長崎県西彼杵郡
天秤棟。静岡・愛知県北設楽郡 ・岐阜県芯那郡・隠岐
.石見 ・長崎県西彼杵郡

いなう 担う。筑後久留米(はまおき)・大阪其他諸所
またツングース系諸語の 「犬」をあらわす乙とばの基語形*yina >

nina lC対する日本語 inu r犬J多照。

いないうり
いないだし
いないほう

柏市
Q
J

時

い
・

時

U'
MM
J



いる。

補 税
南島諸語と日本語を比較するさい， いつも問題となるの は シンタタスでは

ないかとおもう。「日本語はシンタクスにおいてアノレタイ系諸語と一致する」
というのが常識である。たしかにその通りであるが， 私 は古代日本語の「在
り+動詞Jという形式によって継続態・くり返し態 がつくられたという事実
に注意を向けたい。「時代別J lcよれば次の例 がある。

ありかよふ〔有通1 (動四 )変わらずに通いつづける (くり返し態 )
ありたつ〔在立1 (動四 )ずっと変わらずに立ちつづける (継続態 )
ありたもとほる(動四 )(モトホノレは「めぐる・俳御する」窓 )そのままの

状態 でめぐり歩く。
ありなぐさむ(動下ニ )ずっと心を慰めている。慰めつづける。
ありまつ〔在待1 (動四 )ずっと待ち続ける。
ありめぐる(動問 ) 続いてあちζちを巡る。
ありわたる 〔在波〕その状態 のままで時間を経過する。
存在勤詞プラス動詞という形式で継続態 (Durativ)， くり返し態 (Iterativ)

をあらわすζと は アルタイ&M言語及び朝鮮語においてまったく見られないと
とろで あ る。 他方， インドネシア語(マライ語) に は 存在勤詞プラス動詞
に よって強調態 がつくら れ (例 ia ada manarima r彼はほんとうに受取

彼は在り 受取る
ったJ )， また D. "7クドナノレド(TheOceanic Language， London 190 9 ，  
p.l0 7 ff.) によればニュー・へプリドJi::;のメラネシア系のEfate語では存在
勤詞(a nz， a n) プラス動詞という形式によって動作の継続， くり返し， 強調
が表現される (例: i an til ia r彼はそれを告げつつあるJ )。

彼は 在り 告げる それ
上記の古代日本誌の結合形式は， 春日和男氏の御指摘Kよれば現代語の

「ありふ れた」ということばに化石的lζ残っている。 少 なくとも乙の点では
日本語は「アノレタイ的」でなく， r街角的jである。

また日本語の動詞幹形成の]彰式などにおいても南島諸語iζ類似のものがあ
る。 この方面の比較研究は乙れまでほとんど行なわれてい な かっ た と お も

う。一一文部省科学研究費による研究の成果の一都一一

一九州大学教授- R 


